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令和5年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第２学年）


テーマ〖　ＳＤＧｓに取り組む企業の環境保全事例から学ぶ　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富田林市立喜志中学校　








≪学習のねらい≫


・SDGｓについて調べ学習を行い、環境保全について考える機会を作る。自分たちができることを


知り、気づくことで生活の中で実践につなげていく。


　・調べた内容を学習班で共有したり、交流したりすることでSDGｓについての学習を深めていく。学年発表会を通して、学習の成果を学年全体で共有する。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　５月　～　６月


総合的な学習の時間の中でSDGｓの１７の目標について学習を進め、身近な問題としての環境課題が多くあることを理解する。


WEB会議システムを活用し、企業が取り組む環境保全について聞き取り学習を行う。


大阪市内での散策活動を通してSDGｓについて考え、自らの生活に結び付ける。（校外学習）


学習班でこれまでに学習したことについて意見交流・共有し、全体発表のためのプレゼン資料をICTを活用して作成する。


SDGｓについて調べた内容と私たちが今できることについてまとめの発表を行う。（授業参観）





≪指導のポイント≫


■生徒たちが主体的に取り組めるようにSDGｓの１７の目標の中から、生徒自身が興味や関心を持った課題を選択できるように工夫する。


　■同じ課題を選択した生徒同士でペアを組ませて、調べ学習に取り組ませる。また、ペアで学習した内容を学習班で意見交流や共有を行い、さらに学習を深める。





≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー等≫


　iPad、ユニセフ資料、インターネットによる調べ学習、


WEB会議システムを利用した企業からの聞き取り学習　





≪成果≫


　・SDGsについての学習を進めるにあたり、イ


ンターネットとICT機器を効果的に活用した。


SDGsの１７の目標の中での環境に関わる社


会の現状や、企業の取り組みを知る良い機会


になった。今回の取組みを通して、自分たち


が、将来の持続可能な社会を作っていく一役


を担っているとの自覚をしっかりと持つこと


ができた。












